
データ駆動型創薬に向けたマルチ経路・マルチ時系列細胞センサー技術の事業化
に関する研究開発（２０２５年度～２０２６年度）

所在地：徳島県徳島市
設立年：２０１７年
HP：https://www.erstress.co.jp/

小胞体ストレス研究所株式会社
（徳島大学発スタートアップ）

医薬品開発における、単一ターゲットに依存した従来のアプローチは成功率が極めて低く膨大な時間
とコストを要するという課題があります。我々はこの課題を克服し、創薬の効率と精度を飛躍的に高め、
新しい薬を患者に迅速に届けられる世界を実現します。

本研究開発では、複雑な病気の要因を同時かつ時系列で解析可能とする独自のマルチ経路・マルチ
時系列細胞センサー技術を実証・確立し、実用化への礎を築きます。

また、この技術により高品質で大量の標準化データを提供できるようになります。このデータをデータ
駆動型AI創薬を加速する重要な要素とするため、パートナーシップ構築に向けた準備を進めます。

作成/更新：２０２6年1月

1. 本事業期間中の、マルチ経路・マルチ時系列の技術確立に向けて、順調に開発を進めています。
2. Bio Japan等を通じた製薬企業との面談により、早期に試作品・サービスを提供できる様、「がん創薬
細胞センサー」を次の開発目標にする方針としました。

3. 専門家と打ち合わせ、知財戦略の方向性を継続協議中です。


